
※出演者は予告無く変更になる場合がございます。

「広島神楽」定期公演へようこそ！
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竹 丸  真
多 川  龍 介
柴 田  裕 星
塚 本  泰 文

素 戔 嗚 尊
足 名 椎
手 名 椎
奇 稲 田 姫
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斉 藤  栄 一
多 川  三 友
道 元  実
多 川  純 利

大太鼓
小太鼓
手打鉦
　笛　
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旨 山  秀 男
柳 谷  敏 男
塚 本  宏 信
上 原  正 宣

　出雲の国に暮らす足名椎（あしなづち）・手名椎（てなづち）老夫婦には八人の娘がいました。しかし年毎に一人またひとりと大
蛇に飲み取られ、七人の娘を失いました。そしていよいよ八人目の姫が飲み取られる季節となり、老夫婦と八人目の姫・奇稲田姫
（くしいなだひめ）は嘆き悲しんでいました。そこへ高天原（たかまがはら）から舞い降りた素戔嗚尊（すさのおのみこと）が通りか
かり、その訳を聞きます。
　尊は、大蛇退治を決め、老夫婦に八塩折（やしおり）の毒酒を造らせ酒を入れた樽の後に姫を立たせます。やがて、どこからとも
なく大蛇が現れ、毒酒に映った姫の影を飲み干していきます。酔いの回るほどに暴れ狂い、しだいに酔い伏してしまいます。これ
を待ち構えていた尊は、壮絶な戦いの末、大蛇を退治します。
　大蛇の腹を切り裂くと、一本の刀が出てきます。これを天叢雲剣（あまのむらくものつるぎ）と名づけ、天照大神（あまてらすおお
みかみ）に捧げます。そしてめでたく奇稲田姫を妻とし、平和で豊かな出雲の里で暮らしていくという物語です。

第二幕『八岐大蛇』（やまたのおろち）
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斉 藤  栄 一
柳 谷  敏 男
多 川  純 利
上 原  正 宣

　平安時代の中頃、美しき女人・玉藻御前（たまもごぜん）が鳥羽天皇に仕え、寵愛（ちょうあい）を受けはじめると、天皇の不快が
重なり始めます。不信を感じた陰陽師・安部泰親（あべのやすちか）が占うと、玉藻御前は婬酒によって王を誘惑し、悪の限りを尽
くして中国から飛来した金毛九尾の狐の化身であることが判ります。
　正体を見破られた妖狐は、下野（しもつけ）の国・那須乃ヶ原（なすのがはら）に逃れます。そこで狐は様 な々姿に身を変え、悪行
を重ね里人を苦しめました。
　再び美しき女人を装うと、狐は迷い人となって女人禁制の十念寺に現れ、和尚・珍斉（ちんさい）をとり喰らいます。その後、悪狐
退治の勅命を受けた弓の名人・三浦介（みうらのすけ）と上総介（かずさのすけ）によって退治されるという物語です。

第一幕『悪狐伝』（あっこでん）

中原神楽団プロフィール ～山県郡北広島町～
　中原神楽団は、19世紀当初の文化年間頃、島根県邑南郡邑南町矢上地方に伝えられる旧舞を当時の中原八幡神社氏子中
の有志が習い、その子孫らが代々継承しております。旧舞を中心に活動を続け、古き伝統を守りながらも新舞の創造も積極
的に行い、新舞の演目にも力を入れて練習を行っております。
　これからも、伝統芸能の保存、伝承に日々精進してまいります。

なかばらかぐらだん


